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	製品名: フィブリン-2ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab10978
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、フィブリンファミリーに属する細胞外マトリックスタンパク質をコードしています。このタンパク質は、様々な細胞外リガンドおよびカルシウムと結合します。臓器発生、特に心臓、骨格、神経構造の分化において役割を果たすと考えられます。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月],発生段階：胚発生中に広く発現します。主に神経上皮、脊髄神経節、末梢神経で検出されます。,機能：フィブロネクチンおよび他のいくつかのリガンドへの結合はカルシウム依存性です。,類似性：フィブリンファミリーに属します。,類似性：11個のEGF様ドメインを含みます。,類似性：3個のアナフィラトキシン様ドメインを含みます。,サブユニット：ホモ三量体；ジスルフィド結合。 LAMA2と相互作用する。,組織特異性：基底膜およびその他の結合組織の構成要素。心臓、胎盤、卵巣に発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	FBLN2抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	FBLN2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	フィブリン-2ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

